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入学してすぐにみなさんが書いた「中学生になって」の作文は、どれもこれもやる気に満ちているもの 

ばかりで、「ちょっとずつ大人になっていこう」という気持ちが感じられました。今の気持ちを 

忘れず、学校再開後には自信を持っていろんなことにチャレンジしていきましょう。 

作文の一部を紹介します。 
私は、中学生になって環境が変わったと思います。小学

生の頃は、朝がそんなに早くなくても大丈夫だったし、服もあ

まり気にしていませんでした。けれど中学校は、朝が早いで

す。家から学校まで30分以上はかかります。部活などが始

まると、もっと朝が早いはずです。服装も基本的に制服で

す。校則では、スカートはひざにかかる程度の長さ、髪ゴム

や靴下の色まで決まっていて小学生の頃とはだいぶ違いま

す。なので少し大変です。後、一番変わったのが、友達関

係です。小学生では 6 年間一緒なので、クラスが変わって

も大丈夫でした。けど、中学生では初めて会った子ばかり

で、友達作りが難しいです。まだ正直言ってクラスになじめ

ていません。けれど、1 年間もあるので、頑張って友達を作り

ます。3 年間でこの環境になれて、充実した中学校生活を

送ります。 
僕らは中学生になり、少し大人に近づいた気がして

います。これからの中学校生活を送るうち、不安な事

やわからない事、いやな事だってあると思います。その

ような場面に会った時、今までならどうしていたでしょう。

きっと周りの人に支えられて乗り越えてきたと思います。

しかし、僕ももう中学生。学級通信にもあったよう、僕ら

は支えられる側ではなく、支える側。頼られる中学生に

なるためにも、これから出てくる大きな壁は、自分の力

で乗り越える必要があるのです。そして、その壁を乗り

越えた時に、頼れる中学生、頼られる中学生になるの

だと思います。大変な事もたくさんあると思うけど、その

分楽しいこともあると思うので、1 年間みんなと協力して

頑張りたいと思います。 

ぼくは入学して知らない子がたくさんで不安でした。でも、しゃべ

っていくうちに名前を覚えたりしています。まだまだしゃべっていない

人はいるけれど、積極的にしゃべって仲良くなりたいと思っていま

す。中学校の生活は、小学校の生活と全然違うのでわからない

ことがたくさんあります。でも、友達や先生が教えてくれてわかった

ことがいっぱいあります。ぼくは、このことで「自分はたくさんの人に

支えられて生きている、生活しているのだ。」とあらためて考えるこ

とができました。これからも、そのことを忘れずに生活していきたい

と思っています。 

私は入学式で大勢の先生や大人に囲まれて、とても緊張しました。次の日の集会の話の中で一番頑張ろうと思ったのは

「あいさつ」「掃除」「時間」です。大きな声であいさつすること、学校の掃除の時間を大切にすること、授業が始まる前に席

に着くこと、ということをしっかり守り過ごしたいです。今一番チャレンジしたいことは、誰とでも仲良く楽しく話すことです。これから

の生活でもっと友だちを増やし、自分は「チャレンジャー」だと思い、いろいろな事をチャレンジし続けたいです。とにかく楽しい１

年、この１年を終えて楽しかったと思えるような１年がいいです。みんなが、人のことを思いながら、自分のことをして仲間を大

切にし、つながりを大切にし、やる時はやる、やらない時はやらないと、けじめのいいクラスがいいです。一つ一つの出会いを

大切に、一人ひとりの思いも大切に、自主的にいろんな事ができる人になりたいと思いながら、男女関係なく仲間を信じ、

目標に向かってチャレンジする人になりたいと思いました。 

中学生になって新しい学校の人も加わりました。最初

はドキドキして誰とも話せませんでした。だけど、自己紹介

をしてたくさんの友達の名前を覚えたり同じクラスの人の好

きな物が分かりました。私はこれからの 1 年間をとても大

切にしていきたいと思っています。なのでこのクラスでは、

自分の気持ちを素直に伝えていけるクラス・嫌なことは嫌

だとはっきり伝え合えるクラスにしていきたいです。一人ひ

とりが毎日楽しいと思えるようにみんなが努力していかな

いといけないなと感じました。なのでこれから私は、友達を

思いやる事・友達だけでなく自分の大切にする事を目標

にして 1年間学校生活を送っていきたいです。 



 

新しいすべての生活に心をときめかせ中学校に入学し

ました。他の学校から来た人がたくさんいて小学 1年生だ

った時にどうやって友達を作ったかわからず困惑していた

けど、相手からしゃべりかけてくれてうれしかったです。中

学へ進学して小学生でもあった「自覚と責任」を持ち生

活していきたいと思います。そのためには気持ちをしっかり

引きしめて、クラスの人たちとも協力していきたいと思いま

す。自分の目標は、「自分だけではなくクラス全員と過ご

す」です。クラスには自分をのぞいて28人いるのに一人だ

けで悩まず相談することや、逆に悩みを聞くなどの人との

関わりを大切にする事を心掛けていきます。 

私が中学生になって頑張りたい事は小さな一つ一つの行

動です。理由は、少しのおしゃべりや座り方、並んだ時の列の

キレイさなど細かい事も意識できるかが小学生との違いの一

つだと思うからです。最初は、あいさつの仕方などなれない

部分もありますが、後からでも小さなことから直していけばより

ステキな中学生になれると思います。そして小さな事を意識し

ていけば、いつかそれが当たり前になると思います。そうなれ

るように頑張ります。私はもう一つ頑張りたいことがあります。そ

れは、当たり前を当たり前以上にすることです。たとえば、あい

さつをするだけでなく、笑顔で、大きな声でなど少し加えるだけ

でより良いあいさつになります。細かい事だけどとても大切な

ことだと思うので意識して生活していこうと思います。 

ぼくは中学生になって頑張りたい事がたくさんあります。ぼく

はもう中学生なので新しいことにチャレンジしたいと思います。

聞く姿勢や話し方をもっと大人のようにしていきたいと思いま

す。教室の前にも紙がはられていますが、「聞いている人の

ほうに体を向けて話す」や「話す人のほうを向いて聞く」などの

話す、聞くの２つのチャレンジをしていきたいです。新しいクラス

はすごく明るくてにぎやかだと思います。これからぼくはみんな

で最高のクラスにしていきたいと思います。ぼくは友達と登校

していた時に、友達がこけてしまいました。すると２年生の先輩

ががけつけてきてくれて、「大丈夫」などと言っていて友達を助

けてくれました。２年生の先輩はすごく親切だと思いました。 

私のこのクラスでの目標は、男女関係なく、友達を作る

事、授業中に自分から手を挙げて発表する事、自分の係

など仕事をしっかりやる事です。この目標を達成するには、

自分がきっかけを作って話しかけたり、自分の思っているこ

とを人に伝える事、責任をもって最後までやる事が必要だ

と思いました。この１年でチャレンジしたい事、頑張りたい事

は、他のクラスの人とも友達になる事、そして、家で予習や

復習をして、授業を楽しく受けられるようにする事です。その

ためには、初めて会う人達に進んで声をかける事、自分で

時間を作り、勉強することを当たり前にすることが必要だと

思います。この文に書いたことを１年後には、当たり前に出

来ているような中学生を目指して、自分がやるべき事をしっ

かりやっていきたいと思います。 

私は中学校生活で頑張りたいことは部活動です。ま

ず、何かに没頭したいからです。私は小学生の時、何事

にも没頭できず、小学校生活が終わっていきました。それ

がとても悔しいと思っています。だから、中学校生活で、部

活動に没頭することによって集中力や精神面をきたえたい

です。次に、何か同じ目標を一緒に目指すことができる仲

間を作りたいです。中学校でできた仲間は、一生物だと姉

が言っていました。きっと部活動は、辛い事や大変な事が

多いと思うので、それを乗りこえたら強い絆が生まれると思

います。またその中で、同級生だけでなく先輩との関わり

方を学んでいきたいです。最後に私は、部活動を通して自

分の意見を言うことができる人になりたいです。この３年間

でベストを尽くしていきます。頑張ります。 

「中学生」になって迎えた新生活。私はもう小学生の頃の

自分ではない、大人への一歩を踏み出した。「自覚」と「責

任」のある中学生になりたい。そうしてこんな目標を立てた。「勉

強ではテストで〇〇位以内に入る」「小学校の頃は多かった

忘れ物をなくす」「部活ではテニス部に入り、将来の夢である

テニスプレイヤーに向かって一生懸命頑張り、大会ではベスト

１６以内に入れるよう努力する」などたくさんある中で１番は「〇

〇高校に入る」という大きな目標に向かって日々、部活だけ

でなく勉強に一生懸命励む。と決意した。少しずつ自分のペ

ースで嫌なことがあっても逃げず、しっかり向き合える中学生に

なりたいと思った。 

私は、中学生になって目標が２つできました。１つ目の目

標は、忘れ物や遅刻をしないこと。困っている人を助けられ

るような人になることです。２つ目の目標は、例えば服を家で

作るなど、新しい色々なことにチャレンジをしていき、自分の

夢を見つけることです。私はあまり勇気がないので、困って

いる人がいても声をかけられずにいる時があります。だから、

勇気を持って行動ができるような人になりたいです。私は、こ

ういう仕事に就きたいっていう夢がありません。なので、この

中学校生活で新しい色々なことにチャレンジをし、自分の夢

を見つけたいなと思っています。 

いよいよあこがれの中学生。入学式の時はまだ実感があり

ませんでした。私は、このクラスの生徒になれて良かったと思

っています。親友とクラスが離れたし、仲良しの子が全然い

なくて心配な気持ちが多かったです。でもだからこそこのクラス

で良かったと思っています。小学校が違う子と友達になれる

チャンスだしこれを機に仲良くなれる子が増えると思ったからで

す。人見知りな性格だから仲良くなるのに時間がかかったけ

ど今では本当に仲良くなれました。それと私には目標がありま

す。私は物事をすぐに悪いたとえで考えてしまいます。なの

で、中学生になったんだから自分を信じて行動できるような人

になりたいです。中学生になってまだまだ大変な事がたくさん

あると思うけど、これからは自分を信じて最高のクラスにしたい

です。 


